
学校の沿革 
（１）本校の沿革 

  

  

 

  

 

 

 

 (２) 設置の基本理念 
   近年の急激な社会変化の中で、様々な学習ニーズに対応するため、農業経営高等学校及

び浜松城南高等学校の教育の伝統を継承しつつ、自ら学び自ら考える力を育成し、社会の
中でその資質・能力を発揮していくための教育、生徒が互いによい影響を与え合いながら
人間性を高めていく教育を設置の基本理念としている。 

   また、生涯学習のニーズの高まりの中で、学校が持つ教育資源を活用して、地域住民に
学習機会を提供する。 
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平成９年11月７日 

浜名郡会において設立の件議決

される。 

文部大臣より設立及び校則認可、

静岡県立浜名郡蚕業学校と称し、

修業年限本科２年、別科６ヶ月と

制定される。 

県立に移管し、静岡県立蚕業学                  

校と改称。 

静岡県立浜松農蚕学校と改称。 

静岡県立浜松農業高等学校と改

称、農業課程と蚕業課程を併置。 

静岡県立浜松農工高等学校と改称、

工業課程機械科を置く。 

静岡県立農業経営高等学校設置、

工業課程は静岡県立浜松城北工

業高等学校として分離独立。 

 

 

 

 

創立100周年式典挙行。 
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静岡県立浜松城北工業高等学校

に昼間二部定時制課程(女子普通

科)を併設。 

静岡県立浜松城南高等学校と命

名、県下唯一の独立定時制高等学

校として旧浜松市立東部中学校

飯田教場跡に開校。 

創立３０周年式典挙行。 

平成18年４月１日  

     静岡県立農業経営高等学校と静岡県立浜松城南高等学校が再編整備され、 

     「静岡県立浜松大平台高等学校」となる。 

静岡県立農業経営高等学校 静岡県立浜松城南高等学校 


